
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年７月に執行されました新座市長選挙におき

まして、市民の皆様の負託を受け、第７代新座市長として

市政を担わせていただくこととなりました。この新座市都

市高速鉄道１２号線延伸促進期成同盟会についても、須田

健治前市長の後を引き継ぎ、新たに会長を務めさせていた

だきます。 

 地下鉄１２号線の延伸は、新座市を将来にわたって発 

展させていく上で、非常に重要な事業であります。早期の

延伸実現に向けては、平成２８年４月に国の交通政策審議会からの答申において示され

た課題の解決が重要であり（答申の内容は④ページ参照）、それらに対して地元が主体

的に取り組んでいくことが求められます。そのため、今後も引き続き、新座市都市高速

鉄道１２号線延伸促進期成同盟会と市が連携して、全市を挙げた取組を進めてまいりた

いと考えておりますので、これまで以上に皆様のご理解・ご協力をお願い申し上げます。 

【意義】 

・都区部北西部、北多摩北部及び埼玉県南西

部と都心部とのアクセス利便性の向上。 
 

【課題】 

・光が丘から大泉学園町までの延伸については、導入空間となりうる道路整備が進んでお

り、事業化に向けて関係地方公共団体・鉄道事業者等において、費用負担のあり方等に

ついて合意形成を進めるべき。 

・大泉学園町から東所沢までの延伸については、事業性に課題があり、関係地方公共団体

等において、事業性の確保に必要な沿線開発の取組等を進めた上で、事業主体を含めた

事業計画について十分な検討が行われることを期待。 

・なお、光が丘から東所沢までの延伸（一体整備）については、東京都と埼玉県に跨
また

がる

路線であるため、関係地方公共団体が協調して事業主体を含めた事業計画について検討

が行われることを期待。 
※『東京圏における今後の都市鉄道のあり方について（答申）』  

平成２８年４月２０日 交通政策審議会 より抜粋 

 

 

 

 

 平成２８年４月に国土交通大臣の諮問機関である交通政策審議会から、「東京圏における今後の都

市鉄道のあり方について（答申）」が示されました。その中で、１２号線の延伸は、光が丘から大泉

学園町までの区間に加え、新座市方面を含む東所沢までの区間が「東京圏の都市鉄道が目指すべき

姿」を実現する上で意義のある２４のプロジェクトの一つとして位置付けられました。  

今回の答申は、平成１２年に示された前回答申のように路線ごとに順位付けを行って評価するも

のではなく、地元自治体等の主体的な取組を重視し、課題が解決された路線から国が支援するとい

う考え方に改められました。このため、早期の延伸の実現に向けては、沿線のまちづくりや事業主

体に係る関係機関との調整・協議などの取組を地元の自治体が主体的に進めていくことが重要です。

期成同盟会では、市と連携して、今後も全市を挙げた活動を活発に展開していきますので、引き続

き皆さんのご理解、ご協力をお願いします。 

平成２８年１１月３０日に、並木傑会長（写真中

央）から上田清司埼玉県知事（同右）に、下記のと

おり１２号線の延伸に関する要望を行い、今後の更

なる連携・協力について確認しました（同左は、期

成同盟会顧問の安藤友貴埼玉県議会議員）。 

 

【主な要望事項】 

１ 東京都への働き掛け 

（事業主体、費用負担の具体化等について） 

２ （仮称）新座中央駅周辺地区のまちづくり 

について 

（土地区画整理事業、施設誘致等について） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２号線の延伸が実現すると、新宿や六本木、

汐留など、都心部の主要な駅まで乗換えなしで通

勤・通学、買い物などができるようになります。 

また、(仮称)新座中央駅（馬場地区周辺）から新

宿駅までの所要時間は、現在は約５２分ですが、

延伸後は約３５分と約１７分短縮されます（※）。 

（※  平成２５年度調査研究結果から） 

１２号線の延伸が実現すると、他の鉄道やバス、道路の混雑が緩和され

るとともに、自動車から排出されるＣＯ２（二酸化炭素）等の削減につな

がります。 

１２号線の延伸が実現すると、市中央部の

整備が進み、交通利便性の高い良好な街並み

が形成されます。また、市街化区域への編入、

定住人口の増加、企業等の進出によって、将

来にわたって税収の伸びる豊かなまちづく

りが実現し、市全体の市民サービスの充実、

向上が期待されます。 

 そこで、市では、新座中央駅周辺における

将来のまちづくりの構想を策定し、その実現

に向けて取り組んでいます。 

東武東上線 志木駅

JR武蔵野線 新座駅

西武池袋線 ひばりヶ丘駅
調布保谷線

保谷朝霞線
関越自動車道

国道254号

朝霞駐屯地

新座防災基地

西武池袋線 清瀬駅

凡 例
着 色 市街化区域
無着色 市街化調整区域

まちづくり構想区域
約90ha

新宿から半径
約３０㎞

地球にやさしいゾウ  

自 然 と 調 和 し

た 新 た な ま ち

が で きる ゾ ウ  
新 座 市 か ら は 都

心 部 へ の ア ク セ

ス が 便 利 に な る

ゾ ウ  

大 江 戸 線 に 乗 る

と 、 都 内 方 面 か

ら も 新 座 市 へ 遊

び に 来 や す く な

る ゾ ウ  


